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　　　　　　園庭の築山 に関する研究
〜子 ど もに と っ て 魅力的 な遊び環境を創造する試み 　そ の 1 〜

　　　　　　　　　　　 木村歩羮

　　　　　　　 （静岡市立渭水高部幼稚園）

1．研 究目的

　 遊び場 の 減少と子どもの 遊び ・生活 ス タイル の 変

化 、 保護者の 事故 ・
犯罪へ の危機感か ら 、 子 ど もが外

で 遊ばなくなり、その 結果、運動能力の低 下や自然と

の か か わりの 減少等 、 子ど も の 育ちに好ましい とは言

えない状況が近年出来つ つ あると危惧されて いる 。

　正木健雄 （2002）は 、 著§の 中 で、行動体力 は 何と

か一定水準を保 っ て い る もの の、運動能力の 著 しい 低

下が問題である と述 べ て い る 。 また 、 吉田 伊津美ら

（2002）は、幼児の 運動能力の年次推移をまとめた上

で、子 どもの 運動経験の 不 十分さが原因で 最 近の 幼 児

の 運勦能力は低下 してい ると言う。 文部科学省の 報告

で も小 学校 1年生 （6 歳児）の 記録 の低下 が指摘され、

幼児の 運動能力の低下が起こっ て いると推測できる。

　自然との かかわりに つ いて も楽観視で きない。近年、

子どもの 遊び場は急速に減りつ つ あり、 デ レビゲーム

を中心とする遊びの 変化、習い 事へ 通う子が増えるな

どの 生活ス タイル の 変化も手伝 い、子どもたちは、外

で遊ばなく な っ て きて い る 。 これ は、子 ど も た ちの遊

び意識の 中から、外遊び ・自然の 中で の 遊びの魅力が

薄れ 始 め て きて い る と言 う こ とで あ り、外 界の擧象 と

の 直接体験を通して学ぶ機会が減少して い るこ とをも

意味し、学校で の 学習活動に も影響を与え る で あろ う。

　 こ の よ うな現状を踏まえ 、 保育の 中 で 、 子ど もたち

の健全な心身の 発達を促すた めの 適切 な保育環境の 整

備の 必要性 は高ま っ てきて い る と 思 わ れ る 。

　そこ で 、 今回、園庭 、 特に 築由 に 善自す る 。 築山 は

「子 どもた ちの 特性を踏まえ た育ちの保障」 を考慮す

る上で、有効な
」‘
遊具

”
となりうる可能性が高い から

である。 価田 満 （東京工 業大 学）は 、 子 ど もの 滞留行

動の 研究から、子どもたちの お気に 入りの 場所として、

隠所 ・高所 ・別所を挙げるが、 この条件の 全てを築山

は満たす 。 築山を作り、 そこ で子どもたちが遊ぶこと

で、運動能力も平地 で 遊ぶより高まり、自然ともふれ

合い 、 そして子どもたちの遊びの質が 高ま っ たり、 友

だち同士の かかわり合い も増 え るだろう。このよ うな

仮 説を も と に、こ こ で は、築 山作 り を通 して 保 育の 見

直しを進めてきた著者の 所属する鹵での実践をベー
ス

に、保 育に お ける築 山の 有用 性を追究する。

2 ．研究方法

　日 々の 保育で 集め た事例 （日案簿、写真等の画像等

で記録）を元 に考察する。

3 ．研究結果と考察

（1）当 園の 立地環 境並 びに 築山 建設の 歴史

　詳し くは昨年度の 『日本保畜学会第 56 回大会発表

論文 篥 p576』を ご参照下 さ い 。

（2 ） 日本保育界における築山の 起こ り

　明治初期く闘信三 が著し た 『幼稚園創立法』（明治 ll

年）に は、「山谷田 園池沼島嶼等を築造 し」 と習かれ、

東 基吉著の 『幼稚園保育法』（明 治 36 年 ） に は、「遊

園内に 設くべ き諸般の 設計を列挙す時は次の 如し」 と

して、砂場や砂利場、樹木、花壇、小山、池などが挙

げられてい る 。 そ して 、
「要する に遊園内はなるぺ く

自然地理 の 要累を多く備へ て 自然界の 完全な る 小模型

たるに適せ しむ べ きな り」 と し 、 園庭の 璽要性を説い

て いる。園庭は、幼児の 成長 に璽大な役割を担うとさ

れた自然界との 出会い を演出する場として位置付けら

れ、築山 に もそ の 使命が あっ た と言 え よ う 。

（3）子どもたちの 遊びの様子から

◇ ：コミ ュ こ ケ ーシ ョ ン ・ツール の 提供◆

　園内にい る虫の 種類 （バ ッ タ、カナブ ン、コ クワガ

タ、コ オ ロギ、ス ズム シ、セ ミ など） と数 が格段に 増

えた 。 また 、 鳬の エ サ とな る よ うな小さな虫 も たくさ

ん 築山 に 住 みつ い たた め、ツ バ メ など の 鳬が 随分と園

に 飛 来する よ う に なっ た。この箏で、園内で 虫 採りに

夢φ に な る 子 が増 え、虫へ の 興 味 ・感 心 が 高ま っ て き

た 。 そ して、会話が 弾み、友だちの輪が広 が っ た。 虫

がコ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ツール として役立 っ て い た。

◆科学的 な視点が芽生 え や す い 築山◆

　捕まえた虫が どん な虫 なの か、どうや っ て飼 っ たら

よいの か 等を図鑑などで 調べ ・話し合う活動が盛んに

な っ てきた 。 ある子は 「せんせい 、 これは トノ サマバ

ッ タじ ゃ ないみたい だよ、だっ て こ こが違うもん」と、

捕まえた バ ッタ を図鑑と 照ら し 合わせながら分析して

い た。科学的な思考が育つ 機会を園で の 生活で 自然 と

得て いる と雷 え よ う。

◆地形 （坂）の 活用◆

　平 地で で きるよ うにな っ た、竹馬や縄跳 び、ぽ っ く

り、 サ ッ カ ーの ドリブル な ど葱 今度は坂で 挑戦 して
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み よ1うとする子が木変 に多くな っ て いる1。　　．　 、

・

　 坂 は子ど もたち に と っ て、自分 を 試 す場 で あ り、自
．

信をつ ける場で あるようだ。何かに挑戦しL で きる よ

うに な る と、次の スチ ッ プ と して、坂 で 挑戦 して み よ

う とす る子 が多い 。出来るよ うに なり、厂ち ょ っ と 難

しそうな こ と に挑 戦 す る 」気持 ち を幼 児 は も っ て いる。

平地か ら斜 面 へ。難易度を上げて、挑戦する楽 しさ。

出来た喜び。さらに上 の レベ ル を 試そ う とす る 。 こ の

築山に は子どもの 挑戦する気持ちに応 え られる 内容が

あ る。保育蓄が敢えて 用慧するの で はなく、い つ もそ

こにある、とい う環境と して 、 こ の ような
“
挑戦する

場
”
が園 内にある ＄の 大事さを感じた。

◆運動能力が育成される場◆

　坂 を使う こ とで、特に運動能力が畜う可能性が 高い

こ とが推測で きる 。 高低差を 設け る こ とは、トレーニ

ン グや、
』一斉保育を行わずし て 、遊び の 中で 容 易 に筋

力が育つ 。 先に 取 り上げた 虫採 りの 場合に おい て も、

昆虫 を追い か け る だ け で、築山 を 何 度も 上 り下 りす る 。

どの 園に も殆ど 設置 さ れtい る、業蓄等の 販売する固

定遊具で も筋力は つ く で あろ うが “ 子 ど も た ぢ の 自発

的な活動 の 中 で、無 理な く極めて 自然 に 筋力が鍛 え ら

れ、その 結果 、 運動能 力が 育成 され る、と い う保 育 環

境が提供で きる と 言 えよ う。

◆
“
滞留する場

”
と して の トン ネ ル ・山 頂◆

　築山完成後 しばらく し 、 特に 山 頂部で の 子 どもたち

の 滞留時聞の 短かさに気づ き、遊びの 拠点となるよ う

な机や椅子、パ ラ ソル の 設置、柔 らか い 山 土の 搬 入等

を行 う た。また、シロ ッメグ サ 等の 雑草も穫植 した。

この 事に よ り、山 頂で 長 時間 遊び （ごっ こ あそ びが主）

を展開する子 ど もた ち が 増加 した 。

　 トン ネル （高さ 1m 、幅 80cm の 長方 形型）は大変

人 気 で、遊 びの 拠 点 で あ っ た り鬼 ご っ こ等 の隠 れ 場、

通路だっ たりする。底に たまる砂は 泥だん ご に利用 さ

れ、単純 に な りがち な隠 れ んぼ に変 化 を も た ら し た （逃

げ方 ・捕まえ方 に多様性が 生まれた ）。

4 ．成果 と課題

　今回の 研究を通 し、仮説はある程度検証できたと 考

えて い る。 以下 、 成 果 と 課題を挙げる 。

（1 ）変化 に冨ん だ地形 は、自発的な活動を通 し て の

　 ・ ．筋力
・
運動能力の 育成に 寄与する

（2 ）擬似的自然体験が で きる築山は多様な遊びを生

　　　む 可能性 を 秘 め る ．、、　　 、

（3 ）自分を試 し、自信を つ け る場 と して の 機能

（4 ）自然 スペ ース で の 虫探し に おける 3 つ の機能

　、　
・（コ ミュ ニ ケ 「シβン の 悍溝 遊びヨ「ッ トワーク

　
’
　　 の 形 成、科 学 的 思考の 育成）　

．’

　
e

（ら）
．
気 持 ち が 落 ち 曽く空 間、

“
別所

”

　 （6 ） トンネル には、滞留す る場所として の 機能、通

1　　　 過 す る 道 と して の 機能 が あ り、様 R な 遊 び を 更

　　　　 に 盛 り上 げる 効果 も あ る （隠 所 ）

　 （7）子どもに と っ て
“
明 日 も絶対そ こにある

”も
とい

　　　　う
“
自然 遊 具

”
の 存在 が、連 続 した 遊び を生 む

　 （8 ）職員間の コ ラ ボレ ーシ ョ．ンの 必要性と築山の 活

　　　　用法は 大 きな課題

　 （9 ）築山 の 効果 を継続的 に研究する 野要がある

お わ りに

　文部 科 学省が 2003 年 8 月、幼稚園施設整備指針 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

発 表 した。こ の 第 4 章、園 庭計画 の 部分 に は、「幼 児

の 自 然 体 験 を 豊か にす る た め安 全性 や 防犯 性 の 確 保 に

十分留慧 し つ つ、自然の 傾斜，段差等を有効 に活用 し

て、各 施 設 部 分 を計 画 ・設 計 す る こ とが望 ま しい」、
’
「敷

地内に、幼児が登 っ たり駆け下 りた りできる築山こ通

り抜 け がで き る トンネ ル，泥遊 びが で きる 場 所 等を 安

全面 及 び衛生面に留意 しつ つ計画するこ とも有効で あ

る」 と い う記 述 があ る。今言 わ れ始 め て い る 園 庭 に つ

い て の考え方が、明治時代、関信三 や中村五 六、東基

吉 ら が 提唱 した 園 庭 の 姿 と殆 ど変 わ りが な い こ とに 気

づ い た時、先人たちの 感性の 鋭さに敬意を表すると共

に、子 ど も に と っ て 有益な保育環境 と は何なの か、今、

改め て 問 い 直す 時期に 来 て い る と感 じた。
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